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こ
の
と
こ
ろ
、
地
方
銀
行
や
信
用

金
庫
が
日
本
貿
易
保
険
と
提
携

し
た
と
い
う
話
や
、
日
本
酒
や
機
械
設

備
等
を
扱
う
企
業
が
、
貿
易
保
険
を
利

用
し
て
輸
出
し
た
と
い
っ
た
話
が
し
ば

し
ば
新
聞
記
事
に
な
る
が
、
皆
さ
ん
は

「
貿
易
保
険
」
の
内
容
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。

金
融
機
関
の
担
当
者
の
中
に
は
、

「
輸
出
手
形
保
険
」
な
ら
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
、
あ
る
い
は
外
為
研
修
で
習
っ

た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
方
が
多
い
か

も
し
れ
な
い
。
輸
出
手
形
保
険
は
Ｌ
／

Ｃ
な
し
の
輸
出
手
形
を
買
い
取
る
際
に

付
け
る
保
険
で
、
１
９
５
０
年
か
ら
通

産
省
（
当
時
）
が
行
っ
て
き
た
制
度
で

あ
る
。
現
在
は
経
済
産
業
省
の
後
ろ
盾

の
も
と
、
独
立
行
政
法
人
・
日
本
貿
易

保
険
が
運
営
し
て
い
る
。

日
本
貿
易
保
険
が
取
り
扱
う
貿
易
保

険
の
種
類
は
大
き
く
分
け
て
、

�
輸
出
代
金
債
権
を
回
収
リ
ス
ク
か
ら

守
る
輸
出
保
険

�
海
外
法
人
へ
の
出
資
金
を
天
災
や
カ

ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
か
ら
守
る
投
資
保
険

�
海
外
へ
の
融
資
を
守
る
貸
付
保
険

の
３
種
類
が
あ
る
。
日
本
酒
や
機
械
設

備
等
の
輸
出
に
使
わ
れ
て
い
る
保
険

は
、
こ
の
う
ち
の
�
輸
出
保
険
で
あ

り
、
手
形
決
済
の
み
な
ら
ず
送
金
決
済

条
件
で
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
貿
易
保
険
が
お
客
様
に

ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
、
金
融
機
関
と

し
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
営
業
に
活
か

せ
る
か
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

日
本
貿
易
保
険
と
は

ど
の
よ
う
な

機
関
な
の
か

独
立
行
政
法
人
・
日
本
貿
易
保
険

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）
は
、
経
済
産
業
省
が
１

０
０
％
出
資
す
る
法
人
で
、
政
府
の
信

用
力
を
後
ろ
盾
に
、
通
常
の
保
険
で
は

対
応
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る

保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
業
務
と
し

て
い
る
。

英
文
名
で
あ
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
」
は
、
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の
略
で
、
文
字
ど
お
り
輸
出

と
投
資
の
保
険
（
そ
れ
に
融
資
の
保
険

が
加
わ
る
）
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
か

ら
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
２
０
０
１
年
に

発
足
し
た
。

年
間
の
保
険
引
受
実
績
は
約
１０
兆
円

で
、
そ
の
う
ち
の
約
７
兆
円
が
前
記
�

の
輸
出
保
険
で
あ
る
。
わ
が
国
の
輸
出

額
は
総
額
７０
兆
円
あ
ま
り
。
そ
の
う
ち

第
三
者
向
け
輸
出
が
約
３０
兆
円
程
度
と

考
え
る
と
、
わ
が
国
の
第
三
者
向
け
輸

出
の
お
よ
そ
４
分
の
１
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

の
輸
出
保
険
が
付
い
て
い
る
計
算
で
あ

る
。し

か
し
、
そ
の
多
く
は
大
企
業
に
よ

る
輸
出
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
輸
出
保

険
を
使
っ
て
い
る
例
は
残
念
な
が
ら
ま

だ
年
間
４
０
０
社
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
が
従
業
員
１

４
０
名
あ
ま
り
で
、
国
内
拠
点
は
東
京

と
大
阪
の
み
と
い
う
小
さ
な
組
織
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
中
小
企
業
と
の

接
点
が
持
ち
づ
ら
い
こ
と
と
無
関
係
で

は
な
い
。

そ
こ
で
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
は
、
他
の
支
援
機

関
と
の
協
力
関
係
強
化
を
図
る
の
み
な

ら
ず
、
中
小
企
業
と
も
接
点
の
多
い
、

地
方
銀
行
と
の
提
携
を
２
０
１
１
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
さ
ら
に
２
０
１

４
年
か
ら
は
信
用
金
庫
と
も
提
携
を
開

始
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
２
０
１

５
年
１２
月
現
在
で
１
０
１
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｉ
で
は

ど
ん
な
保
険
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
る
の
か

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
が
取
り
扱
う
保
険
は
貨
物

海
上
保
険
等
と
異
な
り
、
モ
ノ
の
保
険

で
は
な
く
権
利
の
保
険
で
あ
る
（
図
表

１
）。例

え
ば
、
輸
出
代
金
債
権
、
出
資

金
、
貸
付
債
権
と
い
っ
た
権
利
を
守

る
。
何
か
ら
守
る
の
か
と
い
う
と
、
戦

争
や
革
命
、
テ
ロ
、
輸
入
制
限
、
外
貨

交
換
・
送
金
の
停
止
、
自
然
災
害
と
い

っ
た
当
事
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い
事
由

（
非
常
危
険
）
や
、
相
手
方
の
破
産
等

（
信
用
危
険
）
か
ら
で
あ
る
。

�
輸
出
の
保
険

輸
出
保
険
で
は
、
貨
物
を
船
積
み
し

た
後
で
非
常
危
険
が
発
生
し
た
場
合
や

相
手
方
が
破
産
し
た
場
合
、
商
品
ク
レ

ー
ム
等
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
輸
出

代
金
が
期
日
後
３
カ
月
経
っ
て
も
払
わ

れ
な
い
場
合
に
、
保
険
金
を
請
求
で
き

る
（
図
表
２
）。

ま
た
、
輸
出
契
約
後
、
船
積
み
ま
で

の
間
に
非
常
危
険
の
発
生
や
相
手
方
の

破
産
に
よ
り
輸
出
不
能
と
な
っ
た
場

合
、
貨
物
の
転
売
・
処
分
損
に
対
し
て

保
険
金
が
払
わ
れ
る
と
い
う
種
類
の
保

険
も
あ
る
。

輸
出
保
険
の
中
で
も
中
小
企
業
専
用

の
保
険
と
し
て
、
中
小
企
業
輸
出
代
金

保
険
と
い
う
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
資
本
金
１０
億
円
未
満
の
企

業
の
み
が
利
用
可
能
な
保
険
で
、
中
小

企
業
基
本
法
上
の
「
中
小
企
業
者
」
よ

り
は
広
い
範
囲
の
お
客
様
が
利
用
可

能
。
契
約
金
額
５
０
０
０
万
円
以
下
、

ユ
ー
ザ
ン
ス
期
間
１
８
０
日
以
内
の
輸

出
契
約
に
つ
い
て
、
不
払
い
リ
ス
ク
の

み
カ
バ
ー
す
る
保
険
で
あ
る
。

金
額
・
期
間
に
上
限
が
あ
る
こ
と
、

船
積
み
前
の
輸
出
不
能
を
対
象
と
し
な

い
こ
と
か
ら
、
保
険
料
率
は
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
現
在
、
中
国
向
け
６０
日
後
払

い
の
場
合
、
大
企
業
も
利
用
で
き
て
３０

日
間
の
船
積
み
前
の
危
険
に
も
対
応
す

る
貿
易
一
般
保
険
（
個
別
）
の
保
険
料

率
が
１
・
２
９
３
％
な
の
に
対
し
て
、

中
小
企
業
輸
出
代
金
保
険
は
０
・
８
２

図表１ 貿易保険がカバーする危険

図表２ 輸出保険の仕組み

い
ま
金
融
機
関
と
の
提
携
が
増
加
中
！

日
本
貿
易
保
険
が
提
供
すす
るる

貿
易
保
険
の
商
品
性
と
活活
用用
法法

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険
理
事

輸
出
や
海
外
投
融
資
な
ど
の
対
外
取
引
に
伴
う
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
「
貿
易
保

険
」。
こ
こ
で
は
、
独
立
行
政
法
人
・
日
本
貿
易
保
険
が
取
り
扱
う
貿
易
保
険
の
商
品

性
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域
金
融
機
関
に
お
け
る
効
果
的
な
活
用
法
や
日
本
貿
易

保
険
と
提
携
す
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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